
 

平成３０年度第２回射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会 

 

日時：３月１日（金）午後２時 

場所：庁舎３階 ３０５会議室 

 

次 第 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 報告事項 

（１）基本チェックリスト及び要支援相当者の状況等について     【資料１】 

   

（２）射水市地域支え合いネットワーク事業の進捗状況等について  【資料２】 

 

 

３ 協議事項 

（１）住民サポーター講演会の実施方法等について         【資料３】 

 

（２）住民型サービス（通所型）と通いの場について        【資料４】 

 

 

４ そ の 他 

（１）今後のスケジュールについて          【資料５】 

 

 

５ 閉  会 



射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会委員名簿

団体名 役職 委員名

射水市社会福祉協議会 会長 門田　晋

射水市老人クラブ連合会 会長 若林　忠雄

富山福祉短期大学
社会福祉学科介護福祉専
攻専攻長・准教授 宮嶋　潔

射水市地域振興会連合会 常任理事 佐野　幸弘

射水市民生委員児童委員協議会 会長 中川　由紀子

公益社団法人射水市シルバー人材センター 業務・管理指導員 小井　雄三

射水市ボランティア連絡協議会 副会長 義本　幸子

社会福祉法人 小杉福祉会
特別養護老人ホーム
エスポワールこすぎ
施設長

松浦　佳紀

社会福祉法人　射水万葉会
在宅介護事業部
在宅介護ケア室課長

森田　洋子

射水商工会議所 事務局長 砂原　良重

射水市商工会 事務局長 武部　賢昭

地域包括支援セン
ターの代表者

大門・大島地域包括支援センター センター長 田中　寿和

協議会　会長 宮嶋　潔

協議会　副会長 門田　晋

高齢者福祉に関し
識見を有する者

地域における連携
及び支援体制の関
係者

介護サービス提供
事業者

民間企業関係者



 

 

 

基本チェックリスト及び要支援相当者の状況等について 

 

 

１ 概要 

    平成２９年４月から総合事業を開始し、要支援相当の高齢者が、ホームヘルプサー

ビスやデイサービスのみを利用する場合、『基本チェックリスト』による手続きを実施

している。 

新規申請、更新申請に関わらず、利用するサービスによって、基本的に以下の手続 

きとなる。 

 

（１） 利用するサービスが、ホームヘルプサービスやデイサービスのみ
．．

の場合 

→『基本チェックリスト』の手続きを行い、総合事業対象者となる。 

…介護予防ケアマネジメントを実施 

（２） 利用するサービスが、ホームヘルプサービスやデイサービス以外
．．

の場合 

（福祉用具のレンタルや訪問看護など）又は、それらのサービスとホーム 

ヘルプサービスやデイサービスを併用する場合 

   →これまで同様、要支援認定の手続きを行う。 

…介護予防支援（介護予防ケアプラン）を実施 

 

 

２ 実施状況 

  平成２９年度の要支援相当者の手続き状況及び、平成３０年度（平成３１年 1 月末

現在まで）の要支援相当者の手続き状況は、資料１－１のとおりであった。 

(表１、参考) 

  平成２９年度、平成３０年度ともに、基本チェックリスト実施者は、要支援相当者

全体の約２割程度となっている。 

 

 

３ まとめ 

要支援相当者（基本チェックリスト実施者【Ａ】＋要支援認定者【Ｂ】）及び要介

護認定者全体数については、高齢化率の上昇に伴い、微増傾向にあることから、今後

も、より一層介護予防の取り組みを充実させていく必要がある。併せて、要支援相当

者数及び要介護認定者数の推移について注視していく。 

  

資料１ 



 

 

表１ 平成３０年度 要支援相当者の手続き状況及び要介護者数 

平成３１年１月末現在 

 

 

 

 

 

参考 平成２９年度 要支援相当者の手続き状況及び要介護者数 

平成３０年３月末現在 

 
 

 

 
 

 

要支援１ 要支援２

人数（人） 212 908 422 486 1120

割合（％） 18.9% 81.1% 46.5% 53.5%

基本チェックリスト
実施者（人）

【Ａ】

要支援認定者（人）
【Ｂ】 要支援相当者

【Ａ＋Ｂ】

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

1158 834 690 768 541 3991

計
要介護認定者

要支援１ 要支援２

人数（人） 213 847 378 469 1060

割合（％） 20.1% 79.9% 44.6% 55.4%

基本チェックリスト
実施者（人）

【Ａ】

要支援認定者（人）
【Ｂ】 要支援相当者

【Ａ＋Ｂ】

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

1127 863 706 701 558 3955

要介護認定者
計

※住所地特例者(市外)は除く。 

※基本チェックリスト実施者のうち、平成３０年１月までに認定申請した者、死亡した者は除く。 

 

 



 

 

射水市地域支え合いネットワーク事業の進捗状況等について 

 

１ 概要 

 高齢者等が地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援するため、地域の支え合

い体制の整備、住民主体の多様なサービスの創出等を実施する団体の設立準備等を行う、射水市地

域支え合いネットワーク事業を平成 29年 4月から本格実施している。 

 

⑴ 事業実施地域       

放生津、新湊、庄西、作道、堀岡、七美、塚原、三ケ、戸破、金山、中太閤山、南太閤山、 

浅井、大島、下                       （平成 31年 2月 1日現在） 

 

⑵ 他地域の進捗状況 

海老江：説明会の開催 

太閤山：説明会の開催 

 

２ 講演会・研修会 

⑴  住民サポーター講演会 

  ア （大門・大島会場） 

平成３０年１２月５日（水）午前９時３０分から午前１１時３０分まで 

      射水市役所庁舎 ２０１、２０２会議室 

     

（新湊会場） 

     平成３０年１２月１４日（金）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

      新湊交流会館 ホール１・２ 

 

（小杉・下会場） 

     平成３１年１月９日（水）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

      アイザック小杉文化ホールラポール 研修室１ 

 

  イ 講師 富山福祉短期大学 学長 炭谷 靖子 氏 

  ウ 講義「地域で暮らし続けるために」 

    個人ワーク「地域で暮らし続けるために自分ができること、やりたいこと」 

  エ 参加人数 １５１人(大門・大島会場５４人、新湊会場４４人、小杉・下会場５３人） 

 

 

⑵  住民サポーター研修会 

  ア 平成３１年２月８日（金）午前１０時００分から午後２時３０分まで 

  イ 射水市役所庁舎 ２０１、２０２会議室 

  ウ 地域福祉課、第１層及び第２層生活支援コーディネーター、外部講師 

資料２ 



 

 

  エ 講義：総合事業のめざすもの、コミュニケーション技法、知って納得高齢期、 

活動のポイント 

  オ 参加人数 ４１人 

 

３ 普及・啓発 

 ⑴  射水市地域支え合いネットワーク事業活動事例集の更新 

       平成 29年度に作成した地域支え合いネットワークモデル事業活動事例集について、内容を更 

新したものを作成（別冊参照） 

 

４ 地域課題について 

  地域支え合いネットワーク事業実施地域の地域課題と取組について、地域包括支援センター圏域

ごとに取りまとめを行った。（別紙１参照） 

 

５ 今後について 

  住民サポーター講演会や地域振興会等への説明を通じ、平成３１年度中に２０地区において、事

業の実施を目標とする。 



 

住民サポーター講演会の実施方法等について 

 

１ 概要 

  団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、誰もが住み慣れた地域で暮らし

続けることができる地域包括ケアシステムの構築に向けた地域での支え合い体制を推進

するため、住民サポーター講演会を開催してきた。講演会の参加者数等を分析し、新た

な人材発掘のための実施方法等について検討する。 

 

２ 新規参加者 

これまで開催した講演会の参加者について、新規参加者数の推移は次のとおり 

 

※これまでの講演会の内容 

平成２８年度 

講演：「支え合える地域をめざして」公益財団法人さわやか福祉財団 清水 肇子 氏 

助け合い体験ゲーム、グループワーク 

 

 

平成２９年度① 

  講座：「支え合いの仕組みづくりについて」実家の茶の間 紫竹 代表 河田 珪子 氏 

 

 

平成２９年度② 

講演：「助け合い・支え合いの意義について」公益財団法人さわやか福祉財団  

髙橋 望 氏 

地域支え合いネットワークモデル事業活動発表 

 

 

平成３０年度 

講演「地域で暮らし続けるために」 富山福祉短期大学 学長 炭谷 靖子 氏 

個人ワーク「地域で暮らし続けるために自分ができること、やりたいこと」 

 

 

 参加申込者（①） 過去参加申込のある人（②） 新規参加者（①-②） 

平成 28年度 ７２人 ― ７２人 

平成 29 年度

第 1回 
１００人 １６人 

８４人 

（新規率 84%） 

平成 29 年度

第 2回 
９９人 

５６人 

（うち７人は過去２回とも参加） 

４３人 

（新規率 43.4%） 

平成 30年度 １８７人 
３３人 

（うち２人は過去３回とも参加） 

１５４人 

（新規率 82.3%） 

資料３ 



３ 参加者について 

アンケート結果から集計した参加者の状況については次のとおり 

（１）男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代別 

 

（３）参加者の所属（複数回答可） 

 

４ 周知方法 

  各団体代表者等への郵送案内 

 案内先 

平成 28年度 
地域振興会、地区社会福祉協議会、老人クラブ、

地域ふれあいサロン、まちづくり大学卒業生 

平成 29年度 地域振興会、地区社会福祉協議会 

平成 30年度 
老人クラブ、地域ふれあいサロン、きららか射水

100歳体操グループ 

  平成３０年度は、これまでの案内先から変更するとともに、会場を３会場（大門・大

島会場、新湊会場、小杉・下会場）に分けて開催した。 

 

 男性 女性 未記入 計 

平成 28年度 
21人

（39.6％） 

31人

（58.5％） 

1人

（1.9％） 
53人 

平成 29 年度

第 1回 

36人

（43.9％） 

45人

（54.9％） 

1人

（1.2％） 
82人 

平成 29 年度

第 2回 

35人

（47.9％） 

37人

（50.7％） 

1人

（1.4％） 
73人 

平成 30年度 
37人

（26.4％） 

102人

（72.9％） 

1人

（0.7％） 
140人 

 64歳以下 65～74歳 75歳以上 未記入 計 

平成 28年度 
17人

（32.1％） 

31人

（58.5％） 

5人

（9.4％） 

0人

（0％） 
53人 

平成 29 年度

第 1回 

19人

（23.2％） 

57人

（69.5％） 

5人

（6.1％） 

1人

（1.2％） 
82人 

平成 29 年度

第 2回 

15人

（20.5％） 

53人

（72.6％） 

4人

（5.5％） 

1人

（1.4％） 
73人 

平成 30年度 
10人

（7.1％） 

77人

（55％） 

53人

（37.9％） 

0人

（0％） 
140人 

 

地域振興会 
地区社会福祉

協議会 

きららか射

水 100 歳体

操グループ 

老人クラブ 
地域ふれあい

サロン 
その他 

平成 30年度 26人 37人 77人 52人 77人 17人 



５ 今後の方向性 

新規の参加者数の拡大 

 

６ 検討事項 

（１）周知方法、周知先 

（２）参加してほしい年代、性別 

（３）担い手になっていくためのマッチング 

 

 



 

住民型サービス（通所型）と通いの場について 

 

１ 概要 

  住民型サービス（通所型）と一般介護予防事業の通いの場について、内容の比較を行

い、住民型サービスの整備についての方向性を検討する。 

 

 

２ 住民型サービス（通所型）と通いの場の比較 

（１）活動内容及び参加者 

住民型サービスと通いの場では活動内容に大きな違いはないが、住民型サービスの

場合、参加者については、要支援（相当）者を中心としなくてはならない。 

要支援（相当）者の場合、要支援認定又は基本チェックリストの手続きが必要とな

り、利用に際してはケアマネジャーによるケアプランの作成が必要となる。 

 

（２）補助対象経費 

住民型サービスとして活動した場合においても、飲食代などの経費は利用者負担と

なり、通いの場で対象外経費となっているものは住民型サービスとしても、対象外経

費となる。 

 

 

３ 今後の方向性 

２（１）及び（２）に加え、将来的に高齢者だけでなく、障がい者や子どもも含めた

地域共生社会の構築を見据えた場合、要支援（相当）者を中心とした住民型サービスに

ついての整備は、検討段階としたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 



（参考）住民型サービス（通所型）と通いの場の比較図 

 

   引用：【参考】「通所型サービス B」と「地域介護予防活動支援事業」の比較 



スケジュール表 

 

実施月 生活支援体制整備事業 事業所対応 

平成 31年 

 3月 1日 

 

 

（平成 31年度） 

 

7月 

 

 

8月 

 

 

 10～12月 

 

 

 

平成 32年 

 1月 

 

 

 2～3月 

 

○平成 30年度第 2回射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会 

 

 

 

 

〇第 3層生活支援コーディネーター研修会 

 

 

○平成 31年度第 1回射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会 

 

 

○住民サポーター講演会 

 

 

 

 

○住民サポーター研修会 

 

 

○平成 31年度第 2回射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○介護予防・生活支援サービス従事者研修 

資
料
５

 


